
第５４２回 海 務 協 議 会 
 

 
（１）日時：平成２９年１月１２日（木）１３：３０～ 

 

（２）場所：第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

（３）議題：  

１．「年末特別警戒（12/1～10）」への協力に対する御礼について 

監視部：佐藤 特別監視官 

 

２．「平成 27 事務年度における関税等脱税事件に係る犯則調査の結果」について 

監視部：澤口 統括監視官 

 

３．税関庁舎停電に伴う NACCS 利用不可について 

 (２月１１日(土)09：30～11：00) 

監視部：石田 上席監視官(配布資料無し) 

 

４． NACCS 専用口座の廃止について 

監視部：石田 上席監視官 

 
（４）その他・質疑応答 

 

 

 
開催予定日  平成２９年 ３月１０日（金）  開催予定 

 

開 催 場 所  第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

当協会に関するご質問、議題等提起がございましたら、 

お気軽に事務局宛にご連絡下さい。 

 

公益財団法人 日本関税協会横浜支部 

ＴＥＬ０４５－６８０－１７５７ 

ＦＡＸ０４５－６８０－１７５８ 

Ｅ－ｍａｉｌ bra_yokohama@kanzei.or.jp 

 

 

http://www.yokohama-customs.go.jp （横浜税関） 

http://www.kanzei.or.jp   （日本関税協会） 

http://www.kanzei.or.jp/yokohama/ （日本関税協会横浜支部） 











犯則調査トピックス 
 

 
 

● 金地金の密輸事件は、処分件数が 294 件(前年度比 1.7 倍)、脱税額が約６億１千万円※(前年

度比 2.6倍)と、いずれも過去最高を記録しました。 

※金地金の課税価格の総額は約 76億円。 

● 航空機旅客による密輸が 287件と大宗を占め、体内隠匿や身につけたネックレスに偽装する等

の巧妙な隠匿手口がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 押収量 10kg以上の事件が 28件(前年度比 2.8 倍)と、密輸手口の大口化傾向がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 韓国からの密輸が前年度比４倍と大幅に増加し、香港・韓国で 76％を占めました。 

● 犯則者の国籍別構成比をみると、依然として日本人の割合が最も高いものの、韓国人・中国人

の割合が増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別添２】 

巧妙・大口化する金地金の密輸事件を多数処分 

暴力団関係者らによる大量密輸事件を告発 

 沖縄地区税関は、マカオから那覇空港に入港したプライベート

ジェット機の貨物室内から無申告の金地金約 112kg を発見・摘発

し、消費税等約３千８百万円を不正に免れようとした暴力団関係

者を含む日本人男性７名を関税法等違反で告発しました。 

密輸仕出地別処分件数 犯則者の国籍別構成比 

平成 26 事務年度 平成 27 事務年度 

隠匿・偽装事例 

体内隠匿 

ネックレスに偽装 

隠匿手口別処分件数 




